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組織と情報の活性化のための高一低エントロピー・フレームワーク
山　下　洋　史
　本研究は、これまで組織論において議論されてきた「組織活性化」の問題を、Shannonの情報
理論の枠組みの中で捉え、エントロピーの概念を通して組織活性化と情報活卜生化の問題を結びつ
けるものである。これにより、組織と情報の活性化のためには「高一低エントロピーの両立」が
必要であることを指摘し、その意味からこれらの活性化が容易でないことを示唆する。
　そこで、初年度の2002年度は、まず高橋の「数理的組織決定論」（1993）、組織活性化に関する
「1－Ichart」（1992）、筆者の「組織活性化のカタストロフィー・モデル」（1995）、その拡張モデル
である「バタフライのカタストロフィー・モデル」（2001）といった組織滑性化研究と、筆者の情
報活性化研究（1998、2001）との関係について、情報共有と知識共有の側面から検討した。その
上で、組織における情報と知識の位置づけや、低エントロピー源の果たす役割について新たな視
点を提示し、日本経営システム学会全国大会において下記のような研究を発表した。
　2003年度は、これらの研究基盤をふまえて、情報活性化の問題を情報共有化と情報構造化の2
つの側面に分類し、「組織と情報の活性化のための高一低エントロピー・フレームワーク」の構築
を行っていくことにする。
　・　山下：”WWWアライアンスに関する研究”、第28回日本経営システム学会全国大会講演
　　論文集、pp．67－70（2002）
　・　山下・上原：”IT、　ISの「暗黙信仰性」と米国追従志向”、第28回日本経営システム学会
　　全国大会講演論文集、pp．71－74（2002）
　・　林・山下：”e一ナレッジチェーン・マネジメント（e－KCM）に関する研究”、第28回日
　　本経営システム学会全国大会講演論文集、pp．83－86（2002）
　・　山下：”Global　e－SCMにおける情報・知識・行動”、第29回日本経営システム学会全国大
　　会講i演論文集、pp．45－46（2002）
　・　山下：”知識と情報に関する概念フレームワーク”、第29回日本経営システム学会全国大
　　会講演論文集、pp．47－50（2002）
　・　山下：”TOCに関する低エントロピー源フレームワーク」”、第29回日本経営システム学
　　会全国大会講演論文集、pp．51－54（2002）
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